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1．はじめに

2017年 7月 17日（月）～ 20日（木）の 4日間に
わたり，マレーシア，ランカウイ島のMeritus Pel-
angi Beach Resort & Spaにおいて，PACIS （Paci�c 
Asia Conference on Information Systems） 2017が開
催されました．PACISは，経営情報学分野におい
て世界で最も権威のある学会，AIS （Association For 
Information Systems） のアジア太平洋地域にフォー
カスした国際会議です．最近は毎年，アジア太平洋
地域はもとより世界中から研究者・実務家をあわせ
500人以上が参加しています．
ランカウイ島はケダ州の宝石ともいわれ，大小合
わせて 103もの島々からなる，美しい海と太古の森
に囲まれた自然豊かな美しい島です．島々に伝わる
多くの伝説，地質の世界遺産とも言われる世界的に
貴重な地形や地質に恵まれた 3つのジオパーク，毎
日場所を変えて開かれるナイトマーケットなど魅力
溢れるスポットやアクティビティに加え，地元住民
の穏やかでホスピタリティ溢れる人柄に癒されるリ
ゾートアイランドでした．本稿では PACIS 2017を
振り返ってみます．

2．PACIS 2017

PACISはランカウイ島の南西，美しい純白の砂
浜を有するMeritus Pelangi Beach Resort & Spaで開
催されました（写真 1, 2, 3）．会場となったリゾー
トホテルからはダイアモンドのような日の出とル
ビーのような日没を拝むことができます．
大会委員会による公式発表では，今年の参加者
は 369人，日本からの参加者数は国別 5位タイの
22人だったとのことです．発表の申し込みはポス
ター発表も含めて 543本 （日本からは 34本） あり，
そのうち採択されたものが 241本 （採択率 44.3%） 
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写真 1　PACIS会場（画像：Booking.com）

写真 2　PACIS会場の正面
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でした．投稿論文の分野を見てみると，18 trackの
うち，Social media usage and impactに 71本，Elec-
tronic and mobile businessに 47本，IS security and 
privacyと IS implementation, adoption and di�usion
にそれぞれ 40本，Business intelligence/analyticsに
36本，Social transformation through IS/ITに 32本
などが上位を占めていました．
初日の 7月 17日から午前・午後ともに 5本ず
つのパラレルセッションとポスターセッション
が，夕方からは砂浜でのWelcoming Dinnerが催さ
れ，ドローンによる集合写真の撮影や，ミュージ
シャンの演奏，大迫力のファイアーダンスショー
などが行われました（写真4）．第 2日目の 18日に
は早速，2つの基調講演が行われました．午前中の
スピーカーは 2015年よりMalaysian Communica-
tions and Multimedia Commissionの会長を務める
Halim Sha�e氏 （題目：Digital Transformation from 
Malaysian Perspective），午後はミネソタ大学の教

授 で，Information Systems Research （INFORMS）
の Editor-in-chiefを務める Alok Gupta氏 （題目：
Publishing Societal Impact Research in IS/IT in Top 
Journals） でした．第 3日目の 19日には盛大なGala 
Dinner （アルコールは一切なし！） が開催され，
Best Paper Awardに引き続き，伝統芸能などの素晴
らしいショーが催されました．最終日はローカル
ツアーが開催されましたので，17日から 19日まで
の 3日間，多くの素晴らしい研究発表と活発なディ
スカッションが繰り広げられました （写真5）．詳し
いプログラムは大会のWebサイトを御覧ください 
［1］. 筆者が特に印象的だったのは，ポスターセッ
ションの賑わいです．ランチ会場がポスターセッ
ションの会場を兼ねていたこともあり，たくさんの
人たちがポスターの前で足を止め，発表者と会話を
交わす姿がしばしば見受けられました．

3．PACIS 2018に向けて

本学会主催で 2018年 6月に横浜で行われる
PACIS （Paci�c Asia Conference on Information Sys-
tems） 2018をプロモートするため，日本からの参
加者は大会期間中，おそろいの大会ロゴ入りTシャ
ツを着用して過ごしました．その他，ロゴ入りの
クリアファイル，ボールペン，付箋紙などをネット
ワーキングランチ会場の宣伝ブースに配置して本学
会担当委員が PRしていました （写真7）．ボールペ
ンや付箋紙は配置した途端になくなってしまうとい
う人気で，大会案内をはさんだクリアファイルも大
会最終日の昼過ぎにはすっかりなくなってしまい，

写真 4　ファイアーダンスショーの様子

写真 5　研究発表を行う日本からの参加者 写真 6　賑わうポスター発表会場
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PACIS 2018への関心の高さが伺えます．
また，第 3日目のGala Dinnerでは木嶋会長らが
壇上で，来年 6月に横浜で開催される PACIS2018
の紹介をし （写真8），Keynoteスピーカーが発表さ
れると，会場からは歓喜のざわめきが起こりました．

PACIS2018についての詳細は大会Webサイトを
御覧ください ［2］．

4．おわりに

筆者にとっては今回が初めての PACIS参加とな

りました．マレーシアは女性が元気で，とても勢
いのある国だなという印象を受けました．多くの
女性研究者が会議で積極的に研究発表を行ってお
り，発表中にはお父さんが子供のお世話をしてい
る姿もしばしば見かけました．とてもイイネ !と思
いました．あちらのセッション，こちらのセッショ
ンと渡り鳥のように，貪欲に発表を見て回り，さま
ざまな刺激を受け，素晴らしい出会いを得ました．
PACIS2018，横浜での再会とまた新たな出会いが
たくさんありますようにと願って止みません．
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写真7　案内ブースで説明に耳を傾ける参加者
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写真 9　会場にて記念撮影する筆者


